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寄せて』との関連で 1835 年に書かれた前者と、友人の子どもの誕生を祝して 1857 年
に書かれた後者とのあいだには、時間の隔たりと、そもそもの執筆動機の相違はある
ものの、「子ども」に対するアイヒェンドルフの視点の変化は見られない。たしかに「子
ども」たちは、自然と融和し、その美の秘密に触れる存在として捉えられているが、
それを成しえるのは、死の瞬間や生まれたばかりのまどろみにおいてのみである。さ
らにここで明らかになるのは、「子ども」が完璧な理想像として描かれているわけでは
ない、という事実と、自然の秘密を開示しうる者――すなわち「詩人」――と「子ど
も」の連続性である。アイヒェンドルフが提示する「詩人」たる者の条件は、「感情」、
「想像力」そして「理性」を統べることであるが、そのことに鑑みると、「子ども」は
いずれ理性を得て「詩人」となる可能性を秘めた存在として捉えられていることがわ
かる。  
第 5 章では、『病気の子ども』と執筆時期が近い『詩人とその仲間』（1834）を取り
上げ、前章で考察した、「子ども」に対するアイヒェンドルフの視線を確認すると同時
に、詩人と「子ども」の関係性について考察する。本作では、さまざまな思想を抱く
詩人たちが登場するが、なかでも、道化的存在のドリュアンダーと真面目な青年オッ
トーが、それぞれ「子ども」と出会う場面を分析することで見えてくるのは、「子ども」
が現実と非現実のはざまにいる存在として描かれつつも、詩人が真に目指す方向を示
す役割を果たしていることである。また、『予感と現在』で提示されていた、〈自発的
読書〉によって創られる「子ども」の世界の内実が、『詩人とその仲間』におけるカス
 5 
ペルとアンネルのメルヒェンによって提示されており、絵本の世界と現実の間を行き
来するカスペルの視線をとおして、既存の世界から新しいそれが創り出されているこ
とを検証する。これはすなわち、カスペルと重ね合わせて語られる本作の主人公、詩
人フォルトゥナートの使命をあらわすものである。  
本論文最後の章となる第 6 章では、歴史事象や思想潮流を投影したモチーフが錯綜
する短編『誘拐』（1838）における「子ども時代」の機能を考察する。本作中に唐突に
姿をあらわす、幸福な「子ども時代」は、ディアナとレオンティーネという二人の女
性共通の記憶である。現在という時において、内面に歪みを抱えた不安定な存在にな
った彼女たちが求めるのは、二人の再会による「子ども時代」の再現の試みと、そこ
での歪みの解消である。しかし、ガストンという両女性と関わり合う人物によって、
彼女たちの試みは、知らぬ間に頓挫してしまう。この一連の流れからわかるのは、あ
らゆる事象の調和の場としての「子ども時代」は、もはや形骸化しており、ただ追い
求めることしかできない、というアイヒェンドルフの認識である。  
以上の作品分析をとおして見えてくる「子ども」像をまとめると、アイヒェンドル
フの目指すところは新しい理想郷の描写そのものではなく、「子ども時代」を志向し、
その時点その時点での世界観を描写するという行為
、、
そのものであることがわかる。詩
人としてこの行為を止める時こそが、真の意味で「子ども」の世界が形骸化する時な
のだ。だからこそ、アイヒェンドルフは不自然なほど「子ども時代」をその作品内に
書きつづけたのである。そして、「いま」という時点において「子ども時代」が創られ
る時、おそらく書き手自身は、自らを無意識のうちに新しい「子ども」へと変容させ
る。そして、この「子ども」の視線が組み込まれた作品は、読む者の心に「子ども」
を生み出し、その視点をとおしてまた別の「子ども時代」の創造がおこなわれる、と
いう連鎖がおこる。すなわち、アイヒェンドルフの「子ども」像とは、日々新たに生
まれ、新しい世界を築き上げるものだと言うことができる。  
 
